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木更津市議会 検索



こちらのＱＲコードから市議会
のホームページが閲覧できます。

木更津の伝説を子どもたちへ語り継ぐ

きさらづ

令和6年2月1日
第         

号
167

令和6年2月29日に市ホームページがリニューアルします。
QRコードから閲覧できない場合は、「木更津市議会」で
検索してください。
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令和5年度一般会計補正予算

使い方をチェック！
12月定例会後 一般会計予算　554億7,981万7千円

令和5年度当初予算
計538億8,692万６千円

6月定例会
計549億569万5千円

9月定例会
計547億7,707万１千円

12月定例会
＋７億274万６千円
計554億7,981万７千円

太田山公園夜桜電飾事業費 　79万５千円
観光諸経費　　　　　 　14万４千円
　例年3月下旬から4月上旬にかけて、市内有数の桜
の名所である太田山公園の夜桜をライトアップする事
業です。設備の老朽化により電飾が点灯しない箇所が
複数発見されたことから、設備一式の更新及び設置の
ための費用を増額します。
　Q　開催期間中の管理は誰が行うのか　
　A　観光振興課が主に行うが、対応が難しい場合は
　　　委託業者に依頼する。
　　　　　　　　　　（事業費　繰入金 79万５千円）
　　　　　　　　　　（諸経費　市 14万４千円）

救急救助業務費　　　　107万１千円
　救急出動件数が増加したことにより、使用した感染
防止衣やグローブ、マスクなどの、感染性産業廃棄物
の処理委託に関する費用が不足する見込みとなったた
め、その分を増額します。
　Q　出動件数はどれほど増加しているのか　
　A　過去最多だった令和4年度が、11月末日時点で
　　　7,278件。
　　　令和5年度は11月末日現在で８,539件。
　　　　　　　　　　　　　　　   （市 107万1千円）

給食賄材料費単独校分  1,918万１千円
給食賄材料費学校給食センター分　　
　　　　　　　　　　　 2,017万円
　物価高騰の影響により、賄材料費（給食材料の購入
費）が不足する見込みとなったため、その分を増額し
ます。
　Q　どのような食材が値上がりしているか。また、
　　　現場ではどのような工夫をしているか　
　A　値上がりした主な食材としては、加工品、米、牛
　　　乳、油などの調味料、小麦粉。工夫としては、
　　　揚げ物を焼き物にするなど、単価の安い調理方
　　　法や食材の選定を行いながら、栄養価・質・量
　　　を保てるよう対応している。
　　　　　　　　　　　　  　　（市 3,935万１千円）

口座振替受付サービス導入事業費
　　　　　　　　　　 　15万９千円
口座振替受付サービス運用事業費
　　　　　　　　　　　　  　４千円
　口座振替の手続について、依頼書の記入、銀行届
出印の押印などに替えて、キャッシュカードによりそ
の場で手続が完了するサービスです。受付端末をも
う１台追加導入するための費用を増額します。
　Q　端末の導入による時間短縮はどの程度か　
　A　従来の紙による手続では、完了までに1，2か月
　　　はかかるところ、このサービスはその場で手続
　　　が完了したことが分かる。　
　　　　　　　　　　　　　　　　  （市 16万３千円）

住宅用設備等脱炭素化促進事業費　373万円
　家庭における地球温暖化対策の推進及び電力の強
靭化を図るため、住宅用設備等を導入する方に対して
補助金を交付する事業です。9月29日に当初配分額に
達したことを受け、県に増額の要望をしたところ、配
分額が変更されたため、その分を増額します。
　Q　「補助対象経費には他の補助金額は含まれない」
　　　とのことだが、住宅メーカー独自の助成も「他
　　　の補助金額」に当てはまるか　
　A　住宅メーカー独自の助成は「他の補助金額」に
　　　含めない。
　　　　　　　　　　　　　　 　   　（県 373万円）

（繰越明許費）福祉会館施設改修事業費
　　　　　　　　　　　 903万９千円
　福祉会館で複数箇所の雨漏りが発生しているため、
緊急で改修工事を行います。なお、令和５年度中に事
業が完了しないことから、繰越明許費を設定します。
　Q　改修までの経緯は
　A　昭和59年にできた古い施設であり、以前から多
　　　少の雨漏りがあったが、これまでは指定管理者
　　　がタオルやバケツを置いて対応していた。しか
　　　し、令和5年9月の大雨の際、階段の上にあるア
　　　クリルドームが破損した。早急に修理しないと
　　　施設の劣化にもつながるため、今回補正予算と
　　　して計上した。
　　　　　　　　　　　　　　　　（市 903万９千円）
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「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です

議案審議

何
が
変
わ
る
？
　
仕
組
み
が
変
わ
る
！
　
暮
ら
し
が
変
わ
る
！

令和5年12月定例会で審議された議案等を
公開しています。

議
案
第
95
号　
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の一部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

証
明
交
付
事
務
嘱
託
員
を
廃
止
す
る
た
め

関
係
条
例
を
整
備

　
令
和
６
年
４
月
よ
り
朝
日
庁
舎
守
衛
室
で
の
時
間

外
証
明
交
付
事
務
を
廃
止
し
ま
す
。　

Ｑ　

時
間
外
守
衛
室
利
用
及
び
コ
ン
ビ
ニ
交
付
状
況
は

Ａ　

時
間
外
証
明
交
付
件
数
は
年
々
減
少
し
、
コ
ン

ビ
ニ
交
付
の
利
用
件
数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

Ｑ　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
な
い
方
は
時
間
外
取

得
が
で
き
な
い
の
か

Ａ　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
方
で
も

①
朝
日
庁
舎
に
郵
送
で
請
求
で
き
る

②
委
任
状
が
あ
れ
ば
代
理
人
に
よ
り
取
得
可
能

※

現
在
第
２
・
第
４
日
曜
日
に
市
民
課
窓
口
を
開
庁
中
。

そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
は
住
民
票
、
印

鑑
登
録
証
明
書
等
の
時
間
外
市
民
課
窓
口
交
付
を
検
討

「木更津市郷土博物館 金のすず」外観

議
案
第
98
号　
木
更
津
市
郷
土
博
物
館 

金
の
す
ず

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の一部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

今
回
、
指
定
管
理
者
へ
３
者
か
ら
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
選
定
評
価
表
を
み
た
と
こ
ろ
、
市
内
業

者
は
加
点
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
を
上
回
る
点
数

で
新
し
い
事
業
者
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体 

　

東
急
グ
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

　

神
奈
川
県
横
浜
市
青
葉
区
荏
田
町
４
８
９
番
地
１

Ｑ　
「
新
規
、
魅
力
的
な
提
案
」
の
項
目
が
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
提
案
だ
っ
た
の
か

Ａ　

内
容
に
つ
い
て
は
、

・
季
節
に
応
じ
た
イ
ベ
ン
ト
、
マ
ル
シ
ェ
の
開
催

・
売
店
の
設
置
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
積
極
的
誘
致
な
ど

　

桜
の
名
所
で
も
知
ら
れ
て
い
る
太
田
山
公
園
に

あ
る
『
木
更
津
市
郷
土
博
物
館 

金
の
す
ず
』
の
利

用
促
進
を
図
る
た
め
、
観
覧
料
が
令
和
６
年
４
月

１
日
か
ら
無
料
に
な
り
ま
す
。

※

博
物
館
が
期
限
を
定
め
て
特
別
の
展
示
を
し
た
場
合

は
有
料
に
な
る
場
合
も
あ
る

議
案
第
102
号　
小
櫃
堰
公
園
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
は
新
規
の
事
業
者

指
定
期
間
は
５
年
間

木
更
津
市
郷
土
博
物
館 

金
の
す
ず
の

観
覧
料
が
無
料
に
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議員が聞いた！ 今とこれから

一般質問

吉
田 

眞
紀
人
　
議
員

市
民
に
愛
さ
れ
る

『
太
田
山
公
園
』を
目
指
し
て

問　
再
整
備
に
お
い
て
今
後
の
課
題
は

答　
太
田
山
公
園
は
面
積
が
広
く
、高
低
差

も
大
き
い
こ
と
か
ら
、魅
力
的
な
公
園
と
し

て
再
整
備
す
る
に
は
、相
当
の
工
事
費
が
想

定
さ
れ
、財
源
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

問　
計
画
の
方
向
性
は

答　
眺
望
を
活
か
し
た
飲
食
機
能
の
付
帯

や
、自
然
環
境
を
活
か
す
ア
ウ
ト
ド
ア
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
を
取
り
入
れ
て
楽
し
み
方
を
多

様
化
で
き
る
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。

問　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

答　
今
年
度
実
施

す
る「
企
業
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
市
場

調
査
」を
踏
ま
え
、

事
業
手
法
を
検
討

し
て
い
く
。

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

一般質問とは、議員が市の事務の状況や今後の
方針などを問いただし、市民のための適切な市政
運営が行われているかをチェックするものです。

神
蔵 

五
月
　
議
員

若
い
世
代
が
い
き
い
き
と

希
望
を
持
て
る
将
来
へ

問　
地
域
結
婚
支
援
重
点
推
進
事
業
に
つ
い

て
伺
う

答　
地
域
活
性
化
と
少
子
化
対
策
を
目
的

に
、メ
タ
バ
ー
ス
を
活
用
し
た
婚
活
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
。
ま
た
、結
婚
相
談
窓
口
を
開
設

し
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
診
断
」を
も
と
に

し
た
伴
走
型
の
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

問　
メ
タ
バ
ー
ス
婚
活
の
マ
ッ
チ
ン
グ
率
は

答　
昨
年
の
実
証
イ
ベ
ン
ト
の
１
回
目
が
87

％
、２
回
目
が
91
．
７
％
、
今
年
の
11
月
19

日
に
実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
は
76
．
９
％
。

問　
メ
タ
バ
ー
ス
婚
活
の
メ
リ
ッ
ト
は

答　
容
姿
に
と
ら
わ
れ
ず
、内
面
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
た

交
流
が
で

き
、マ
ッ
チ

ン
グ
率
が

高
い
。

メタバース婚活のチラシ

齊
藤 

秀
樹
　
議
員

飛
躍
的
に
発
展
を
遂
げ
た

金
田
地
区
の
問
題
に
つ
い
て

問　
信
号
機
設
置
等
要
望
に
つ
い
て
伺
う

答　
自
治
会
等
よ
り
、交
通
規
制
に
関
す
る

要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
際
は
、市
か
ら
木
更
津

警
察
署
へ
要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
。

問　
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
６
車
線
化
に
つ
い
て
伺

う答　
関
係
市
で
組
織
す
る「
東
京
湾
環
状
道

路
並
び
に
関
連
道
路
建
設
促
進
期
成
同
盟
」

に
お
い
て
、国
に
要
望
し
て
い
る
。

問　
漁
港
整
備
・
管
理
に
つ
い
て
伺
う

答　
各
漁
港
の
、雑
草
・
枝
等
に
つ
い
て
は
、

除
草
、
刈
り
草
、
枝

の
集
積
、処
分
す
る

な
ど
、適
切
な
維
持

管
理
を
し
て
、所
有

者
不
明
の
廃
船
処

理
の
助
成
制
度
を

検
討
し
て
い
る
。

太田山公園

16人の議員が大項目３8点、小項目１70点にわたり、一般質問を行いました。

紙面の都合上、質問議員が大項目１点を選び、質問と答弁を掲載しています。
各議員の顔写真下のＱＲコードから質問と答弁の動画をご覧いただけます。
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.........................................................................................................................................................................

.........................................................................................................................................................................

堀
切 

俊一　
議
員

学
習
に
来
る
小
中
高
生
か
ら
利
用

料
金
を
取
る
条
例
は
改
正
す
べ
き

問　
木
更
津
市
金
田
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
料
金
は
社
会

人
、小
中
高
生
等
の
区
別
な
く
一律
に
１
時

間
50
円
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
小
中
高
生
の
多
く
は
学
習
に
来
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、利
用
料
金
を
無
料
に
す

る
よ
う
、条
例
を
改
正
す
べ
き
で
は
な
い
か

答　
す
べ
て
の
利
用
者
か
ら
公
平
に
徴
す
る

た
め
、無
料
化
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
収
入
の
あ
る
社
会
人
と
同
じ
料
金
を
小

中
高
生
か
ら
取
る
こ
と
は
公
平
と
言
え
る
か

答　
他
の
施
設
と
同
様

で
公
平
で
あ
る
。

問　
小
中
高
生
の
利
用

を
制
限
し
た
い
と
い
う

意
図
か

答　
そ
の
よ
う
に
は
考

え
て
い
な
い
。

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

大
野 

俊
幸
　
議
員

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等

規
制
法（
盛
土
規
制
法
）に
つ
い
て

問　
宅
地
造
成
等
規
制
法
が
抜
本
的
に
改

正
さ
れ
盛
土
規
制
法
と
な
り
令
和
４
年
５
月

に
公
布
さ
れ
た
が
、主
な
改
正
内
容
は

答　
大
き
く
４
点
あ
り
、①
複
数
の
法
律
に

分
か
れ
て
い
た
盛
土
規
制
を一つ
に
、②
許
可

基
準
と
検
査
に
新
た
な
規
定
を
追
加
、③
責

任
の
所
在
を
明
確
化
、④
実
効
性
確
保
の
た

め
の
罰
則
見
直
し
で
あ
る
。

問　
盛
土
を
行
う
事
業
者
へ
の
周
知
方
法
は

答　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
窓
口
に
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
置
く
な
ど
し
て
い
る
が
、今
後
県
か

ら
周
知
方
法
に
つ
い

て
指
示
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
大
き
な

法
改
正
で
あ
り
周
知

は
重
要
と
考
え
る
た

め
、
丁
寧
に
行
っ
て

い
く
。

土砂災害を防ぐために

永
原 

利
浩
　
議
員

会
計
年
度
任
用
職
員（
非
正
規
）

の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

問　
正
規
・
非
正
規
職
員
の
人
数
構
成
は

答　
正
規
職
員
は
約
１
，０
０
０
名
、非
正

規
職
員
は
約
５
０
０
名
で
あ
る
。

問　
非
正
規
職
員
の
お
陰
で
、人
件
費
が
大

き
く
削
減
で
き
て
い
る
。
こ
の
物
価
高
の
時
、

も
う
少
し
時
給
を
上
げ
て
報
い
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
か

答　
時
給
に
関
し
て
は
国
及
び
県
規
定
の
最

低
賃
金
を
根
拠
と
し
て
い
る
の
で
で
き
な
い
。

問　
長
く
勤
め
て
く
れ
て
い
る
非
正
規
職
員

の
お
陰
で
、１
か
ら
仕
事
を
教
え
る
必
要
が

な
く
大
い
に
助
か
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

せ
め
て
昇
給
が
停

止
す
る
時
期
を
も

っ
と
延
長
し
て
い

た
だ
き
た
い
が
い

か
が
か

答　
検
討
す
る
。

一般質問の全文（会議録）
　令和5年12月定例会の会議録は令和6年2月上旬に公開予定です。
　また、図書館、各公民館でも閲覧することができます。

本会議の中継
　本会議の様子を生中継（当日のみ）、
録画中継で公開しています。

議員の情報
連絡先等を公開しています。

非正規職員の処遇改善を
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田
中 

紀
子
　
議
員

誰
が
、い
つ
決
め
る
の
か
を
問
う

公
民
館
と
図
書
館
の
今
後
の
運
営

問　
市
長
は
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
化
を
と
い
う
が
、公
民
館
運
営
審
議
会

が
公
民
館
長
か
ら
諮
問
で
答
申「
こ
れ
か
ら

の
公
民
館
の
役
割
」を
令
和
２
年
度
に
提
出

済
。
さ
て
今
後
適
切
に
事
務
を
進
め
る
と
は

答　
社
会
教
育
委
員
会
議
、公
民
館
運
営
審

議
会
、公
民
館
利
用
者
の
意
見
を
き
き
、丁

寧
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問　
吾
妻
公
園
の
複
合
施
設
は
計
画
策
定

中
。
新
図
書
館
運
営
方
法
は
①
市
職
員
の
直

営
②
指
定
管
理（
民
間
委
託
） 

③
直
営
と
指

定
管
理
で
分
担
。
運
営
方
法
は
誰
が
決
め
る

答　
図
書
館
協
議

会
、社
会
教
育
委

員
会
議
、教
育
委

員
会
会
議
と
、慎

重
に
方
向
性
を
検

討
す
る
。

渡
辺 

厚
子
　
議
員

公
共
施
設
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
女
性
に

配
慮
し
た
三
角
巾
等
の
活
用
を

問　
『
令
和
３
年
版
救
急
・
救
助
の
現
況
』に

よ
る
と
、救
急
隊
が
到
着
後
に
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
行
っ
た
場
合
の
１
か
月
後
の
社
会
復
帰

率
が
18
．
６
％
で
、住
民
が
救
急
隊
の
到
着

前
に
行
っ
た
場
合
で
は
43
．
９
％
だ
っ
た
。

し
か
し
、Ａ
Ｅ
Ｄ
は
パ
ッ
ド
を
素
肌
に
貼
る
必

要
が
あ
り「
倒
れ
た
人
が
女
性
だ
と
た
め
ら

う
」と
い
う
声
も
あ
る
こ
と
か
ら
、市
が
管

理
す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
女
性
に
配
慮
し
た
三
角
巾

等
の
活
用
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か

答　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
促
進
と
女
性
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と

か
ら
、被
覆
材
で

あ
る
三
角
巾
等

の
配
備
に
向
け
、

施
設
管
理
担
当

部
署
で
情
報
を

共
有
し
て
い
く
。

竹
内 

伸
江
　
議
員

子
宮
頸
が
ん
撲
滅
に
向
け
て

予
防
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
勧
奨
を

問　
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
は
令
和
６
年
度

末
ま
で
、３
年
間
の
時
限
措
置
と
な
っ
て
お

り
、期
間
内
に
３
回
接
種
を
完
了
す
る
に
は

令
和
６
年
９
月
末
ま
で
に
は
１
回
目
の
接
種

を
開
始
す
る
必
要
が
あ
る
。
令
和
７
年
度
末

に
は
対
象
者
が
無
料
で
で
き
る
機
会
を
失

う
。
周
知
・
啓
発
を
進
め
る
べ
き
で
は

答　
接
種
が
完
了
し
て
い
な
い
方
へ
、再
度
、

個
別
通
知
を
行
う
。
公
費

接
種
が
可
能
で
あ
る
期
限
に

注
意
い
た
だ
い
た
上
で
、厚

生
労
働
省
が
作
成
し
た
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
使
用

し
、案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
よ
く
い
た
だ
く

お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

へ
反
映
し
、啓
発
に
努
め
る
。

.........................................................................................................................................................................

重
城 
正
義
　
議
員

巌
根
駅
の
交
通
利
便
性
の

向
上
に
つ
い
て

問　
巌
根
駅
東
西
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
東
口

改
札
は
い
つ
か
ら
利
用
で
き
る
の
か

答　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、周
辺
の
歩

道
の
拡
幅
や
車
止
め
の
設
置
等
を
進
め
て
お

り
、供
用
開
始
は
令
和
６
年
１
月
を
予
定
し

て
い
る
。
東
口
の
改
札
設
置
に
つ
い
て
は
、

工
事
を
行
う
Ｊ
Ｒ
か
ら
、「
半
導
体
不
足
の

影
響
に
よ
り
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
専
用
の
改
札
機
を

調
達
で
き
る
時
期
が
不
透
明
で
あ
る
が
、令

和
６
年
度
中
の
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い

る
。」と
伺
っ
て
い
る
。

問　
総
武
線
快
速
停

車
の
進
捗
状
況
は

答　
工
事
費
用
な
ど

課
題
が
多
数
あ
る
が
、

引
き
続
き
、Ｊ
Ｒ
と
協

議
し
て
い
く
。

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇巌根駅エレベーター

ＡＥＤを使う人のイラスト
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斉
藤 

高
根
　
議
員

市
道
５
０
０
１
号
線
の

袖
ケ
浦
市
へ
の
接
続
を
問
う

問　
高
校
生
が
田
に
入
っ
て
車
が
通
過
す
る

の
を
待
つ
光
景
を
目
に
し
、対
処
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、カ
ー
ブ
に
土
留
め
を
し
て
い

た
だ
い
た
。
そ
れ
は
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
が
、

土
留
め
か
ら
田
に
避
難
す
る
際
に
道
路
と
の

高
低
差
が
大
き
く
な
り
、危
険
度
は
増
し
た

と
考
え
る
。
せ
め
て
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
す
れ
違

え
る
程
度
の
道
幅
の
改
良
は
で
き
な
い
か

答　
現
在
、車
両
の
通
行
者
は
見
通
し
が
良

い
こ
と
か
ら
交
差
点
な
ど
で
譲
り
合
い
な
が

ら
通
行
し
て
い
る
。
道
路
拡
幅
に
よ
る
利
便

性
向
上
は
良
い
こ
と

だ
が
、交
通
量
増
加

が
予
測
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、地
元
の
方
々

と
相
談
し
な
が
ら
慎

重
に
対
策
を
考
え
て

い
く
。

近
藤 

忍
　
議
員

江
川
総
合
運
動
場
の
今
後
は

問　
江
川
総
合
運
動
場
の
拡
張
事
業
は
議
会

が
牽
引
す
る
形
で
事
業
が
進
み
、約
15
年
の

歳
月
と
21
億
２
，４
０
０
万
円
の
事
業
費
で

完
成
し
た
。
市
が
64
．
８
％
を
発
注
し
た
が

費
用
は
防
衛
省
が
78
．
１
％
を
負
担
し
て
い

る
。
今
後
の
維
持
管
理
費
の
展
望
は
ど
う
か

答　
陸
上
競
技
場
ト
ラ
ッ
ク
の
全
面
的
な
張

替
え
改
修
に
約
２
億
円
、サ
ッ
カ
ー
場
の
人

工
芝
の
張
替
え
に
約
１
億
２
千
万
円
の
支
出

が
見
込
ま
れ
る
。

問　
今
後
の
改
修
再
整
備
に
係
る
見
解
は

答　
体
育
施
設
の
長

寿
命
化
計
画
を
策
定

す
る
中
で
検
討
す
る
。

問　
財
源
は
ど
う
か

答　
防
衛
省
の
補
助

が
利
用
可
能
と
認
識

し
て
い
る
。

鈴
木 

秀
子
　
議
員

買
物
支
援
の
対
策
を
問
う

問　
買
物
弱
者
の
実
態
調
査
は
し
て
い
る
か
。

ま
た
移
動
ス
ー
パ
ー
を
開
始
し
た
経
緯
は

答　
木
更
津
市
介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域

ニ
ー
ズ
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
、買
物
に

不
安
・
不
便
を
感
じ
る
人
の
年
齢
・
居
住
地

域
別
の
割
合
等
は
把
握
し
て
い
る
。
移
動
ス

ー
パ
ー
は
、法
人
か
ら
の
申
出
に
よ
り「
買

い
物
支
援
及
び
地
域
の
見
守
り
活
動
推
進
に

関
す
る
協
定
」を
締
結
し
開
始
し
た
。

問　
周
知
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か

答　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、広
報
き
さ
ら
づ
へ

の
掲
載
や
公
民
館
へ

の
チ
ラ
シ
配
置
の
ほ

か
、自
治
会
・
市
政
協

力
員
の
皆
様
に
協
力

い
た
だ
き
、戸
別
の
チ

ラ
シ
配
布
や
回
覧
板

に
よ
り
行
っ
た
。

.........................................................................................................................................................................

佐
藤 
修一　
議
員

障
が
い
の
あ
る
方
に
対
す
る

投
票
所
で
の
対
応

問　
ケ
ガ
や
病
気
等
で
投
票
に
お
困
り
の
方

へ
の
支
援
と
し
て「
投
票
支
援
カ
ー
ド
」と
言

う
も
の
が
あ
る
が
、導
入
の
可
否
を
伺
う

答　
支
援
を
必
要
と
す
る
方
々
と
円
滑
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、円
滑
な
投
票
に

つ
な
が
り
、有
益
と
考
え
る
の
で
導
入
に
向

け
た
準
備
を
進
め
る
。

問　
投
票
所
は
も
ち
ろ
ん
、福
祉
部
署
の
窓

口
、各
公
民
館
等
へ
の
事
前
配
置
や
周
知
に

よ
る
ス
ム
ー
ズ
な
投
票
に
つ
い
て
伺
う

答　
支
援
を
必
要
と
す
る
方
を
含
め
全
て
の

選
挙
人
の
投
票
環
境
向
上
に
な
る
と
考
え
る

の
で
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

の
他
、市
役
所
窓

口
や
各
公
民
館

へ
の
配
置
も
含

め
調
整
を
図
る
。

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

移動スーパーの販売風景

チャレスポで賑わう江川総合運動場

誰もが投票しやすい環境づくり

曽根から袖ケ浦方面へ向かう道路
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発議案第12号　木更津市議会議員の議員報酬等に関する条例の
　　　　　　　一部を改正する条例の制定について
　令和５年の国の人事院勧告や千葉県人事委員会勧告を踏まえ、市職員と同様に議員の令和５
年12月期末手当を引き上げ、また、令和６年度以降６月と12月で平準化しようとするもので、賛
成者多数により可決しました。

発議案

議員発議案
勧告通りの期末手当0.1カ月分を
引き上げ、令和６年度以降は平準化

する条例改正案を提出

可　決

本会議で
発議案を審議

令和５年12月支給の期末手当
4万9,500円の増額
令和６年度以降は、

令和５年度と同額を支給

座
親 

政
彦
　
議
員

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化（
４
Ｒ
）

に
取
り
組
も
う

問　
本
市
の
ご
み
排
出
量
の
現
状
と
減
量

化
・
資
源
化
に
向
け
た
取
組
状
況
は

答　
ご
み
排
出
量
は
、令
和
２
年
度
以
降
、

減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、リ
サ
イ
ク
ル
率

は
全
体
的
に
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
。

　
昨
年
度
協
定
締
結
し
た「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
」「
給
水
ス
ポ
ッ
ト
の
設

置
」に
加
え
、家
庭
廃
食
油
の
回
収
事
業
な

ど
を
進
め
て
い
る
。

　
今
後
も「
リ
フ
ュ
ー
ズ
」「
リ
デ
ュ
ー
ス
」「
リ

ユ
ー
ス
」「
リ
サ
イ
ク

ル
」の
４
Ｒ
を
さ
ら
に

推
し
進
め
た
循
環
型

経
済
シ
ス
テ
ム
へ
の
移

行
を
目
指
し
、環
境
へ

の
意
識
啓
発
を
行
い

市
民
や
事
業
者
と一体

と
な
っ
て
取
り
組
む
。

.........................................................................................................................................................................

安
藤 
順
子
　
議
員

他
市
の
動
向
か
ら
み
る

木
更
津
市
の
保
育
支
援
に
つ
い
て

問　
南
房
総
市
で
来
年
度
実
施
の
０
、１
、

２
歳
ク
ラ
ス
の
短
時
間
保
育
無
償
化
に
つ
い

て
、木
更
津
市
と
し
て
は
ど
う
か

答　
公
平
性
の
観
点
か
ら
実
施
は
で
き
な
い
。

問　
市
原
市
で
来
年
度
実
施
の
第
二
子
以
降

完
全
無
償
化
に
つ
い
て
は
ど
う
か

答　
現
在
も
収
入
に
よ
る
違
い
は
あ
る
が
、

段
階
的
な
措
置
が
あ
る
。

　
保
育
料
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、国
に
お

い
て
、段
階
的
に
改
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
引
き
続
き
、国
の
動
向
を
注
視
す
る
。

問　
保
育
士
の
配
置
基
準
に
つ
い
て
、国
の

基
準
よ
り
も
、

手
厚
い
改
善
は

考
え
て
い
る
か

答　
本
市
に
お

い
て
は
国
の
基

準
遵
守
。

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
子ども。保護者。そして保育士
にとっても素敵な保育園！

４Ｒにご協力ください

賛否のわかれた議案等をお知らせします
他　21件の議案等は、原案どおり全会一致で可決しました。



　市議会議員で構成する議員会において、議員の資質向上のため、議員同士で任意の研修会や勉
強会を行っています。
　このたび、有志の議員で「中野畑沢線促進研究会」及び
「開発行為等に関する環境問題を考える会」を立ち上げました。

　都市計画道路中野畑沢線の早期全線完成を目指し、未着工
区間（中央・新田・貝渕工区）の事業化に向けた調査・研究
活動を行うことを目的とした研究会です。
　令和５年１０月６日には、執行部から中野畑沢線の都市計画
決定の経緯や進捗状況について説明を受け、意見交換を交え
た勉強会を行いました。

会員　　　　◎会　長　○副会長
◎三上　和俊　○草刈　慎祐
　吾津松太郎　　安藤　順子
　座親　政彦　　渡辺　厚子
　近藤　　忍　　斉藤　高根

会員　　　　◎会　長　○副会長
◎田中　紀子　○石井　徳亮
　神蔵　五月　　渡辺　厚子
　三上　和俊
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部会等の発足

情報開示制度の施行状況（令和5年）
　木更津市議会情報公開条例に基づく、令和5年（1月～12月）の情報開示制度の施行状況を公表
します。過去の公表状況は、市議会のホームページをご覧ください。

・開示の請求件数　　　０件
・不服申し立ての件数　０件 情報開示制度の

施行状況

　
去
る
令
和
五
年
十
二
月
十

九
日
、
市
議
会
議
員
「
鈴
木

秀
子
」
氏
（
享
年
七
十
五
歳
）

が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
故
鈴
木
秀
子
氏
は
、
平
成

二
十
三
年
に
市
議
会
議
員
に

初
当
選
し
て
以
来
、
十
二
年

七
か
月
の
間
、
市
政
発
展
の

た
め
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
二
十
一期
に
お
き
ま
し
て

は
、総
務
常
任
委
員
会
委
員
、

基
地
政
策
特
別
委
員
会
委

員
、
市
庁
舎
整
備
特
別
委

員
会
委
員
に
就
か
れ
、
今
後

更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意

を
表
し
、
心
か
ら
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

鈴
木
秀
子
議
員
が
逝
去

◆中野畑沢線促進研究会

　開発行為等に係る法令違反や環境問題について、市民の安
心・安全に向けた調査・研究活動を行うことを目的とした会
です。
　令和５年１２月８日に第１回を開催し、執行部から、根拠法令
や指導中の現場案件について説明を受け、勉強会を行いまし
た。

◆開発行為等に関する環境問題を考える会
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　行政視察は、他の自治体が行っている施策等を調査研究し、市民福祉の向上やまちづくり施策に
活かそうとするものです。行政視察の調査項目は、委員会の所管事項に関し各委員会で協議して
決定しています。

令和５年９月２９日
・茨城県常総市　「防災先進都市を目指す常総市の取組について」
・茨城県下妻市　「DX推進の取組について」
　下妻市のＤＸ推進については市長を本部長とする推進本部を設置し、全庁体制でDXの推進に取り組んでい
ます。また、市民向けサービスとして、オンライン上で申請等の手続を行えるスマホ市役所を開庁し、行かない、
書かない、待たせない行政手続の提供や、高齢者へのスマホ購入補助、市民の疑問や悩みに答える相談窓口
の設置などを実施しており、まだＩＣＴ活用になじめない層への丁寧なサポートが大事だと感じられました。
　本市においても、ＤＸを推進していくことで、市民サービスの向上や行政サービスの向上につなげていくこ
とに期待します。（写真は下妻市で調査している様子）

委員会の行政視察

総務常任委員会

令和５年１０月３日～５日
・愛知県刈谷市　「小中学校体育館空調設備整備事業について」
・滋賀県栗東市　「ふたご・みつご出産就学支援助成について」
・兵庫県相生市　「子育て応援施策『11の鍵』（給食費無料化事業）について」
　相生市の掲げる「１１の鍵」は、結婚、住居、妊娠、出産、子育て、教育と子育ての全体像が網羅されており、
子育てに優しい街だとすぐに認知してもらえると感じました。子育て支援を定住促進室が中心となって推進
し、子育て・教育部門と日常的に連携し取り組まれていることや、わかりやすい子育て支援のパンフレットは、
本市でも参考にしていただきたいです。
　本市では、現在第３子以降の学校給食費を無償としていますが、これを拡大し、最終的には小中学校に通
う全児童生徒の給食費無償化の可能性について、検討していくことを期待します。
（写真は相生市で調査している様子）

教育民生常任委員会

令和５年１０月１８日～２０日
・兵庫県尼崎市　「脱炭素社会の実現に向けた取組について」
・愛知県豊川市　「インクルーシブなこども広場の整備について」
　豊川市では、豊川公園の再整備にあたり、整備方針を「誰もが一緒に遊べる広場づくり」とし、年齢や身体
能力に関係なく遊べる「インクルーシブ」の概念に基づいた遊具を設置しています。特徴として、遊具の機能
面での配慮はもとより、広場全体で非常にきめ細やかな配慮がされています。
　本市では子育て世代の転入が増えており、子育て環境の一つである公園の環境整備については多くのニ
ーズがあります。費用面の課題はあるものの、これからの本市全体での公園整備を考えたときに、ひとつの
選択肢として検討する価値はあると考え、今後の公園施策の充実に期待します。
（写真はこども広場を視察する様子）

建設経済常任委員会
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●声の市議会だよりについて
視覚障がい者を対象に市議会だよりを録音したＣＤを
貸し出しています。また、市議会ホームページからも
「声の市議会だより」をお聞きいただけます。
●本会議のインターネット中継について
本会議の映像（生中継及び録画中継）を
インターネットでもご覧いただけます。
URL：　http://www.city.kisarazu.lg.jp/shigikai/eizo/
　　　 1003184.html
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令和6年2月1日現在、受入れを行った自治体

　木更津市の特色ある施策について説明や現地見学を行っており、令和5年度はこれまでに延べ
19団体を受け入れました。
　オーガニックなまちづくりや学校給食への有機米提供、アクアコインが特に注目されています。

　木更津市議会でも、他の自治体の先進的な施策を調査し、今後の活動に役立てるため、各常任
委員会や特別委員会、会派ごとに行政視察を実施しています。
（常任委員会の視察については10ページをご覧ください）

本会議
（一般質問）

予算審査特別委員会

行政視察の受入れ

12月定例会の傍聴者は延べ66名でした。
3月定例会の特別委員会の開催日時は現在
未定です。
詳しくは、議会事務局（電話 23‐7185）へ
お問い合わせください。
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市議会だよりへのご意見・ご感想をお待ちしています

こちら編集会議

※いただいたご意見等は、市議会だよりに
　掲載する場合があります。

　市民目線に立って「読みやすい、親しみやすい」
紙面づくりを目指しています。広報委員会では
協議を重ね、 新たにスマートフォンでご意見･ご
感想を送れるようにいたしました。（右図参照）
　なお、従来通り電話、FAX、メール、郵送で
の送付も受付いたします。

　朗読劇の取材に加えて、12月の音楽劇も鑑賞して
きました。水戸黄門のカクさん役でお馴染みの俳優
合田雅吏さん演じるヤマトタケルとの純愛物語。朗
読劇とはまた違う、舞台芸術の迫力を肌で感じまし
た。歌・演出・衣装・音楽、すべて素晴らしかった！　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（記・吾津）

電　話）0438-23-7185　FAX）0438-22-4734
メール）gikai@city.kisarazu.lg.jp
住　所） 〒292-8501
　　   　木更津市富士見1-2-1 市議会事務局 宛

Topics ～峰丘奈知さんを取材～

木更津に伝わる伝説を子どもたちへ継承する
　昨年11月、木更津第一小学校創立150周年記念式典
では、全校児童に峰丘さんの朗読劇「ヤマトタケルと弟
橘媛～純愛物語～」が披露されました。
　木更津在住で宝塚歌劇団出身の歌手･舞台女優であ
る峰丘さんは女優業の傍ら、木更津に伝わる伝説や歴史
を舞台芸術として表現できないかと、数年前から構想を
練っていたそうです。小学生には少々難しい内容です
が、そこを簡略化するのではなく、素直に感じた印象を
大事にしてほしいとの想いがあり、昔の地名や人名もそ
のままに制作されています。
　参加した児童の感想は、「初めて聞いた、こんな伝説
あったんだと思った」「予
習していったけど、峰丘
さんから聞くと全然違っ
て素晴らしかった」「峰丘
さんの歌にとても感情が
こもっていた」など。式典
最後の６年生児童全員と
峰丘さんとの合唱も素晴
らしかったです。

音楽劇としても上演
　また12月にはかずさアカデミアホールにて、豪華キャ
ストによる音楽劇としてこの演目が上演されました。一
般向けのこの音楽劇は、コロナ前に企画されていたもの

が延期され、３年半の時を経て今
回やっと上演となったものです。
こちらは、かずさ四市の全ての中
学校から生徒各２名ずつが招待さ
れ、故郷の伝説をモチーフにした
音楽劇を楽しみました。
　木更津という地名の由来とな

った伝説を、音楽劇という形でわかりやすく表現されて
おり、峰丘さんの素晴らしい歌声がホールに響き渡りま
した。

歌や演劇を通じて芸術と学びを一体化
　「今後も子どもたちに向けた朗
読劇を続けていきたい。学校の勉
強はもちろん大事ですが、ただ憶
えるだけではなくイメージする事
が大切です。子どもたちの想像力
や表現力、物事を解釈する力が膨
らむような舞台が出来たら嬉しい
です」と峰丘さんは語ります。
　舞台芸術を通して、木更津市の更なる発展に、また子
どもたちの将来に向けて何か役に立てたら…そんな想
いのつまった朗読劇だと取材をして感じました。子ども
たちの心にきらりと何か残るような、そして語り継がれ
てきたふるさと木更津の伝説を伝えていく舞台芸術を、
ぜひ今後も続けていってほしいと思います。

朗読劇「ヤマトタケルと弟橘媛」〝巡りめぐって愛する人のもとへ…”

木更津市議会広報委員会　◎委員長  〇副委員長
　◎佐藤　修一　〇田中　紀子　　吉田眞紀人
　　吾津松太郎　　柗井　晃治　　藤田　真澄

取材に応じてくださった峰丘さん

朗読劇を披露

スマートフォンでの
ご意見･ご感想の送付手順

①上記のQRコードをスマートフォンのカメラで
　読み取る。

②画面に表示されたリンク先をタップ。

③簡単な設問に回答。
　（自由記述できる欄もあります）

④「確認画面へ進む」をタップ。

⑤記載内容を確認したら、「送信」をタップ。

NEW


